
令和７年度第２回 碧南市地域自立支援協議会 

次  第 

日時 令和７年１０月２９日（水） 

午前１０時から午前１１時３０分まで 

場所 へきなん福祉センターあいくる 

デイルーム 

１ あいさつ 

２ 議題 

(1) 各作業部会の取組状況について

(2) 日中サービス支援型グループホームの評価について

３ その他 

【令和７年度の日程】 

・第３回：令和８年 ２月２７日（金）午前１０時から

へきなん福祉センターあいくる ２階 デイルーム 



○碧南市地域自立支援協議会設置規程
平成１９年７月２日 

公告第１３１号 
改正 平成２１年２月１７日公告第２１号 

平成２３年１２月２６日公告第２６９号 
平成２５年４月１日公告第３４号 

（設置） 
第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律
第１２３号）第８９条の３の規定に基づいて、障害者等への支援の体制の整備を図るた
め、碧南市地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）を置く。 
（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。 
(1) 福祉サービス利用に係る相談支援事業の中立性及び公平性の確保に関すること。
(2) 困難事例への対応のあり方に関すること。
(3) 地域の関係機関によるネットワーク構築等に関すること。
(4) 障害者の就労支援に関すること。
(5) その他障害者施策の策定及び推進に関すること。
（組織）

第３条 協議会は、委員２５人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 
(1) 識見を有する者
(2) 各種団体の代表者
(3) 関係行政機関の職員

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、
前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 
（会長） 

第４条 協議会に会長を置く。 
２ 会長は、市長が任命する。 
３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
４ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指名する委員がそ
の職務を代理する。 
（会議） 

第５条 協議会は、会長が招集する。 
２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところ
による。 
（作業部会） 

第６条 協議会に困難事例、就労支援等について具体的な検討を行うため、作業部会を置
く。 

２ 作業部会は、協議会の委員及び委員の属する団体の担当者をもって構成する。 
３ 作業部会は、必要に応じて、会長が招集する。 
（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、福祉こども部福祉課において処理する。 
附 則 

この規程は、平成１９年７月２日から施行する。 
附 則（平成２１年２月１７日公告第２１号） 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 
附 則（平成２３年１２月２６日公告第２６９号） 

この規程は、平成２３年１２月２６日から施行し、同年１０月１日から適用する。ただ
し、第３条、第６条、第８条及び第１０条の規定は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年４月１日公告第３４号抄） 
この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 



議題（１）各作業部会の取組状況について 

１ 事業所部会 

(1) 構成メンバー

障害福祉サービス事業所、地域活動支援センター及び相談支援事業所

(2) 令和７年度検討事項

ア 課題

地域生活支援拠点の機能評価結果において、更なる機能の充実が必要な項目があ

る。 

イ 目標

地域生活支援拠点の機能評価の継続及び機能の充実のための検討を実施。

(3) 今年度のこれまでの取組内容

ア ５月２３日（金）に第１回の部会を開催し、次の内容を検討。

(ｱ) 災害時対応について、流れや各事業所の取り組み状況について再度確認。

(ｲ) 令和６年度地域生活支援拠点の機能評価結果を共有し、今年度検討するべき内

容についてグループワークで意見交換。その結果、①緊急時対応の流れや体験利

用時の流れの確認、②事業所同士の情報交換の機会づくり、③事例の共有や検討

を通し、地域課題や他機関連携について情報を蓄積する必要性を確認。 

イ ７月３日（木）、１８日（金）にプチ事業所部会「ひろがる輪の会」を開催。各日

９名が参加し、事業所間のつながりづくりや日ごろの支援の悩み等を共有する機会

とした。 

ウ ９月１９日（金）に第２回の部会を開催。上記第１回で挙げられた①について、

体験の場につながるといい事例を共有し、課題の確認、解決策について検討した。

また②について事業所見学会を開催するため、日時、見学事業所について検討した。 

エ 障害福祉サービス事業所説明会を６月２８日（土）に開催し、将来の進路や生活

の参考となるよう努めた。 

オ 地域生活支援拠点における専門的人材の確保・養成のため、７月１１日（金）に

「その支援、合理的配慮ですか？合理的な説明できますか？～本音で話せています

か？～」と題して、権利擁護・虐待防止に関するセミナーを実施。 

(4) 今後の予定
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１１月２１日（金）に事業所見学会を開催。また、１２月頃に地域生活支援拠点の

機能評価に関する項目の理解を深めるため、勉強会を含めた部会を開催予定。 

 

２ 就労支援部会 

(1) 構成メンバー 

障害当事者団体代表、ハローワーク、地域活動支援センター、特別支援学校、保護

者、商工会議所、障害者就業・生活支援センター、障害福祉サービス事業所、相談支

援事業所及び市（商工課、学校教育課） 

(2) 令和７年度検討事項 

ア 課題 

(ｱ) 地元企業を中心に障害者雇用の理解促進が必要。 

(ｲ) 就労系事業所の専門性の向上や工賃向上などが必要。 

(ｳ) 学生から社会人になり、進路のミスマッチのような状態が生じることもある。 

(ｴ) 支援を必要とする就労希望者と支援者とのマッチングを図る機会が限定的。 

イ 目標 

(ｱ) 地元企業を中心に障害者雇用の理解促進。 

(ｲ) 就労系事業所の専門性の向上や工賃向上などに活かせる取組の検討。 

(ｳ) 進路選択の参考となる機会を設ける。 

(ｴ) 支援を必要とする就労希望者へ情報を届ける。 

(3) 今年度のこれまでの取組内容 

ア 将来の進路や生活の参考となるよう、障害福祉サービス事業所説明会を６月２８

日（土）に開催。 

イ ４月１６日（水）、５月２０日（火）にコアメンバー会議を開催。碧南ＪＣ６月例

会（碧南市課題解決し隊～繋がろう深めよう～）に向けて、就労支援部会として参

加するための内容を検討。６月２０日（金）に碧南ＪＣ６月例会へ参加し、障害者

就労に関しての理解促進や企業と福祉の連携が図れるように努めた。当日は就労さ

れている障害当事者３名に参加してもらい、当事者の思いや就労する上であるとよ

い配慮などを伝えることができた。 

ウ ９月２９日（月）に第１回の部会を開催。碧南ＪＣ６月例会の報告と就労選択支

援についての情報共有などを行った。 
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(4) 今後の予定 

碧南 JC や中小企業家同友会など、企業との連携について検討。 

 

３ こども部会 

(1) 構成メンバー 

保護者、ほっとまんまピアサポーター、特別支援学校、児童通所サービス事業所、

子育て支援センター、訪問看護ステーション、保健所、相談支援事業所及び市（こど

も課、学校教育課及び健康課） 

(2) 令和７年度検討事項 

ア 課題 

(ｱ) 医療的ケア児者の他、課題別に継続した検討が必要 

(ｲ) 保護者や各支援機関との連携、情報共有の充実 

(ｳ) サポートブック普及のため継続的な啓発活動が必要 

イ 目標 

(ｱ) ライフステージをつなぐ一貫した支援、連携の充実 

(ｲ) 医療的ケア児者等課題別の検討会を実施 

(ｳ) 保護者支援として、ほっとまんまによるピアサポートの実施や茶話会を開催 

(ｴ) サポートブック普及啓発活動の継続 

(3) 今年度のこれまでの取組内容 

ア ８月２５日(月)に「児発・放デイ事業所説明会」の企画委員会を開催し、企画内

容を検討。 

イ １０月２０日(月)に児童通所支援事業所検討会を開催。「児発・放デイ事業所説明

会」について企画委員で検討した内容の共有と昨年度の検討会で課題として挙げら

れていた、「事業所同士の交流の機会」について検討。 

また、夏休み等の長期休みにおける放デイの利用について、「デイの利用時間と保

護者の就労時間の調整が難しい」という課題について検討。 

ウ 保護者支援 

「ほっとまんま・カフェ」と「ほっとまんま相談コーナー（あおぞらひろば）」を

月 1 回開催（８月、１月を除く）。ほっとまんま・カフェにより多くの人が参加でき

るよう、６月と１１月は土曜日に開催。 

3



 

エ サポートブック・シートについて、４月の小中学校の特別支援教育コーディネー

ター担当者会、４月の公私立主任会で活用について周知。また、にじの学園から地

域の園へ途中入園する児童の保護者に対し、５月７日（水）にぷちサポートブック

説明会を実施。 

(4) 今後の予定 

ア 保護者が事業所の情報を得る機会を作り、子供に適した事業所を選んでもらうた

め、１１月１６日(日)に「児発・放デイ事業所説明会」を開催。 

イ 医療的ケア児の学校の支援体制について、福祉課を始め各関係課と連携し、訪問

看護師が派遣できるような体制整備に向け調整。 

ウ 医療的ケア児に関して関係機関の役割や医療的ケア児のリストを整理し、課題や

必要な支援を検討。 

エ 令和８年２月頃に、ほっとまんま茶話会を開催。ピアサポーターからの育児経験

談を聞き、参加者同士の交流を深める場としていく。 

オ 令和８年１月頃にサポートブック説明会をにじの学園で開催。 

 

４ 障害者災害時支援部会 

(1) 構成メンバー 

民生委員、障害当事者団体、特別支援学校、福祉避難所指定障害福祉サービス事業

所及び市（高齢介護課及び防災課） 

(2) 令和７年度検討事項 

ア 課題 

(ｱ) 当事者・家族自身が、発災時やその後の避難生活を自分事として考えることが

必要。 

(ｲ) 要配慮者について、地域住民への理解促進が必要。 

イ 目標 

(ｱ) 防災に関して、当事者・家族が関われる機会が設けられるよう検討。 

(ｲ) 要配慮者について、地域住民への理解促進等について検討。 

(3) 今年度のこれまでの取組内容 

ア ７月７日（月）に第１回の部会を開催。各団体が検討・実施している取り組みに

ついて情報を共有。被災時の対応について、当事者・家族が自分事として考えられ
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るようにするため、また地域住民に要配慮者への理解を促進するための取り組みや

スケジュール等について意見交換。また、昨年度に引き続き、碧南市総合防災訓練

「へきなん防災フェスタ２０２５」へ部会としての出展を確認。 

イ ７月１５日（火）・８月４日（月）・９月２日（火）にワーキンググループを開催。

当事者・家族を主体とした地域での避難訓練の実施に関して、棚尾地区の自主防災

訓練に参加し、当事者・家族ができることや体験できるといいこと等について検討。

また、「へきなん防災フェスタ２０２５」への出展準備として、標高や避難所が分か

るジオラマの製作及び話し合いを実施。 

(4) 今後の予定 

ア 地域で開催される自主防災訓練等に参加。 

イ 地域住民に要配慮者の理解を促進するため、「へきなん防災フェスタ２０２５」に

出展。 

 

５ 地域生活支援部会 

(1) 構成メンバー 

地域活動支援センター、精神科病院、保健センター、保健所、障害福祉サービス事

業所及び相談支援事業所 

(2) 令和７年度検討事項 

ア 課題 

(ｱ) 地域移行支援、地域定着支援体制の充実が必要 

(ｲ) 親亡き後の生活や地域移行支援の受け皿となる社会資源が不足 

(ｳ) 個別ケースに応じた精神障害者の地域移行支援、地域定着支援の実施 

イ 目標 

(ｱ) 障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制を構築するため、地域生活

支援部会にて検討 

(ｲ) 個別ケースに応じた精神障害者の地域移行支援、地域定着支援の実施 

(ｳ) あおみＪセンターと連携し、家族懇談会をへきなん福祉センターあいくるにて

開催 

(ｴ) ころころの運営を継続 

(3) 今年度のこれまでの取組内容 
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ア ８月５日（火）に第１回の部会を開催。「にも包括について～事例を通して地域を

考える～」として、支援者より事例を伝え、地域資源について考える機会とした。 

イ 個別ケースを通じて、行政機関や医療機関との連携を図り、退院調整や退院後の

安定した生活に向けて支援の検討。 

ウ あおみＪセンターと連携し、家族懇談会を奇数月の第３木曜日にへきなん福祉セ

ンターあいくるにて開催。 

エ ころころの運営を継続。 

(4) 今後の予定 

ア 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けて、部会にて検討を

進めていく。 

イ 行政機関や医療機関と連携を図りながら、精神障害者の地域移行支援、地域定着

支援を推進。 

ウ あおみＪセンターと連携した家族懇談会の充実。 

エ ころころの運営を継続。 
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議題（２）日中サービス支援型グループホームの評価について

　 ○

　 ○

人

人

人

人

人

人
7 年 8 月 1 日 人

人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人7 0 市町村 0 1 市町村

時点

支給決定
市町村

碧南市 西三河地方 東三河地方 尾張地方 愛知県外
10 人 3 市町村 1 0 市町村 0

0
年齢構成 60歳以上 4 50代

人
1 40代 7 30代 4 20代

当該年度の退所者数（合計） 2 人

2 20歳未満 0
医療的ケアの必要な者 0 人 強度行動障がいのある者 0

当該年度の入所者数（合計） 20 人

人 主に日中GHで過ごす人数

主に日中GHで過ごす人数 1
区分６ 3 人

難病等
総数 0

1
区分４ 8 人

精神
総数 4

区分５ 2 人

合計 18 人 主に日中GHで過ごす人数

利用者状況

障害支援区分 人数

内訳
（重複はそれ
ぞれ記入）

主な障がい種別利用者人数
非該当 0 人

身体
総数 5

区分１ 0 人 主に日中GHで過ごす人数 0
区分２ 3 人

知的
総数 12

区分３ 2

3.9 人
住居３ 人 住居４ 人 看護職員の配置 有り
住居１ 10 人 住居２ 10 人

 人 無し

住居（ユニット）・定員数の内訳 （常勤換算後）

無し

定員
共同生活援助 20 人 夜間

短期入所 2 人 夜間支援従事者（世話人又は生活支援員）

1 日 看護職員の配置 有り  人事業開始日

（常勤換算後） （常勤換算後）
所在地 愛知県碧南市宮町７丁目205番 6.6 人 3 人

共同生活住居数 2 戸 15 人

施設概要

設置事業者
名称 ソーシャルインクルー株式会社

人員配置

日中
所在地 東京都品川区南大井6-25-3いちご大森ビル2F 世話人 生活支援員

事業所
ﾌﾘｶﾞﾅ ソーシャルインクルーホームヘキナンミヤマチ 17 人 4 人
名称

令和 6 年 5 月

ソーシャルインクルーホーム碧南宮町

【評価日】 令和 年 月 日

項目 【事業所記入欄】

月　分】

【報告日】 令和 7 年 9 月

事業所名 ソーシャルインクルーホーム碧南宮町

22 日

日中サービス支援型共同生活援助事業報告・評価シート　【令和 6 年 11 月～ 令和 7 年 8
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事業所名 ソーシャルインクルーホーム碧南宮町

２　支援の実施・
質の確保

⑴　利用者が充実した地域生
活を送れるよう外出や余暇活
動等の支援に努めているか。

個々に合わせた外出（床屋・買い物・お祭り等）
や余暇活動創出を実行しています。
ご利用されている方々にご希望をお伺いし、日中
活動先でのイベント参加のご希望があり、ホーム
にて送迎対応し、できる限りご希望に添った活動
を提供した。ホーム内でも月に1回、季節毎のイベ
ントを企画実行しています。
ご利用者様のご希望を聞き取り、より良い余暇活
動になるよう努めています。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑵　職員の質の向上に努めて
いるか。（研修の実施等）

社内で毎月行う定期研修は継続し実施する中、
会社の取り組みとして、新入職員への研修として、
入社時研修・基礎トレーニング（動画研修）を実施
し、2～3か月に渡り、習得度を確認・振り返りを実
施し支援の質向上に努めています。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価

１　常時の支援体
制の確保

⑴　日中、夜間、土日含め
た常時の支援体制が確保さ
れているか。

24時間切れ目なく職員を配置しています。
平日・土日祝日問わず配置している人数は一定
数を保っています。
夜間に関しては最低3人配置を遵守しており、ご
利用されている方々の状況や、短期入所をご利
用される方（特に新規利用）がいる場合は、日中・
夜間含め配置人数を増員する対応も実行してい
ます。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）
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４　指定計画相談
支援について

⑴　別法人等の指定特定相談
支援事業所により計画相談が
作成されているか。

・別法人等の指定特定相談支援事業所による計
画作成者　（　18　）人
・自法人等の指定特定相談支援事業所による計
画作成者　（　0　）人
・セルフプラン　（　0　）人

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

５　短期入所の利
用状況

⑴　緊急時の利用ニーズに対
応しているか。

・短期入所利用人数　（12）人
短期入所
11月 8名  33日　  4月　7名　38日
12月 12名 45日　 5月　7名　39日
1月 　6名　31日   6月　9名　48日
2月　 9名　50日   7月　7名　36日
3月　 9名  47日    8月　8名　57日
・緊急受入人数　（　0　）人

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

３　地域に開かれ
た運営

⑴　他事業所との連携、情報
把握に努めているか。

当該年度の障がい福祉サービス等事業者連絡会
への出席回数　（　2　）回

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑵　地域住民やボランティア団
体との交流の機会が確保され
ているか。

近隣神社でのお祭りへ参加させていただき、ご利
用者様は大変ご満足いただけていたご様子。
他にも積極的に地域住民との関わりを持ち、ご理
解をいただけるよう取り組んで参ります。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

事業所名 ソーシャルインクルーホーム碧南宮町

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価
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７　その他 １～６の項目以外で意見等 □意見・要望あり（余白に記入）

６　その他、事業
所からの報告事
項

⑴　運営内容での特徴や成
果

愛知県三河エリアとしてホーム数が8ホームとなり
会社全体での会議、エリア会議、ホーム会議を実
施しており、良い事例または改善が必要な事例の
共有を図ることにより、ホームでの対応を潤滑に行
うことのできるフォロー体制を整えております。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑵　課題（運営資金、人材確
保、人材育成等運営に関して
抱えている課題）

人材確保は重要課題であり、本社採用課と運営
部との連携をとり、求職者へ連絡するまでのリード
タイムをいかに短縮し採用に繋げていけるかに力
を入れております。
人材育成については新入職員への研修を会社の
取り組みとして、入社時研修・基礎トレーニング
（動画研修）を実施し、2～3か月に渡り、習得度を
確認・振り返りを実施し支援の質向上に努めてお
ります。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

事業所名 ソーシャルインクルーホーム碧南宮町

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価
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